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○ようかいたちのすむところ


もりしたまり／作　やまぐちみねやす／絵


【幼児、小学生（低学年）向け】





○きいちゃんのおへそ？


　あそうかづこ／作　みやざきこうへい／絵


【幼児、小学生（低学年）向け】





　生きることは食べること。その基本となる料理についての図鑑です。


　食材の選び方、料理用語、道具の使い方といった料理以前のことから、レシピや料理のコツまでこの１冊で全てがわかります。


　イラストを細かく使ってわかりやすく説明しているので、子どもから大人まで楽しみながら安心して料理に取り組むことができます。


　食の自立を目指す人に必携の本として推奨します。





○龍神様の銀のしずく


　　　熊谷千世子／作　小林葉子／画


【小学生（中・高学年）向け】





○料理図鑑


おち　とよこ／文　平野恵理子／絵


【小学生（高学年）以上】





　一本の柿の木と、周囲の自然環境や時間・気象・季節のみならず去来する動物・人物から人工の夜景・高速道路との対比が、単一の構図の写真として続く。


　形・色・テクスチャーが驚くほど変化に富み、日本の四季を再認識させられる。そして、豊かな自然と発展が共存するこの国に生まれたことへの感謝の念とともに、後世に対しての責任というものを考えさせられる。


　一枚一枚の写真に添えられた著者のコメントも、本当に飾りのない素直な言葉で綴られていて好感が持てる。





　小学４年生のすみれとらんは、いとこ同士のクラスメート。小さい頃、仲良く遊んだ間柄だが、今は、らんの母親は超一流の売れっ子小説家でテレビ出演にも忙しい。


　そんな折、祖母が病気で母親が一週間ほど家を空けることになり、すみれは、らんの豪邸に居候することに。そして、あこがれのおばさんの忙しさの中に、らんとおじさんの寂しさを垣間見ることになる。


　将来の夢を考え始める時期に、周りの大人たちの生き方を見つめながら、考え成長していく女の子のたちの姿を生き生きと描いている。





　文研出版　\1,200（税別）


　ISBN4-580-81600-5　


　128P　22×16cm





○世界一おいしい火山の本


林信太郎／著


【小学生（高学年）、中学生、親向け】





　キッチンに立つのが大好きという火山学者の著者が、チョコレートやアイスクリームを使った数々のおいしい実験を通して、火山のしくみをやさしく説明した本です。また、万が一噴火に遭遇したときの心得も伝授します。


　火山について身近な食材を使って実験し、その仕組みをわかりやすく解説するという手法は、新しく効果的です。楽しくそして正しく噴火に備えれば、被害も少なくてすむという著者の思いも込められています。


　自然現象について理解を深める良書として推奨します。











○数に強くなる


　　　　　　　畑村洋太郎／著　


【中学生、高校生／勤労青年向け】








　もうすぐお姉ちゃんになるはずのきいちゃんは、赤ちゃんにお母さんをとられるかと、ちょっとさびしい気持ちになっています。


　そんなきいちゃんですが、自分のおへそがお母さんとしっかりつながっていたしるしだと知って、とても安心します。


　幼い子どもにとって、おへそはとても興味のあるものです。おへそにまつわるファンタジックな場面をまじえて、子どもの心にやさしくひびく物語になっています。





文研出版　\1,300（税別）


ISBN4-580-81591-2　


　　　　NDC913　184P　


　　　　22×16cm








　小学校５年生の杉山潤は、スポーツで友だちにかなわず、学校の成績も下がり最近意気消沈気味であった。そんなある日、亡き父親の故郷（長野県里美村）で山村留学生を募集していることを知り、潤は、大好きだった父に少しでも近づけるのではないかと考え思い切って応募する。


　里美村では、父親の知人たちとの交流をとおして、父親をより一層誇りに思い父親に憧れる。里美村の人たちと一緒に生活する中で、気弱な潤が仲間との友情に触れ、いろいろな体験を積み、たくましくなる。何事にも全力で意欲的に取り組むようになった潤の成長ぶりが感動的である。





　小峰書店　\1,500（税別）


　ISBN4-338-18608-9　


　NDC453　127P  21×16cm














○柿の木


宮崎　学／写真・文


【小学生（中学年）以上】





○竜神七子の冒険


　　　越水利江子／作　石井　勉／画


【小学生（高学年）向け】





　草炎社　\1,100（税別）


ISBN978-4-88264-202-2　NDC913.6　63P　20×16cm





○お手紙レッスン


　　　　　　　D．J．ルーカス／作


　　　　トニー・ロス／絵　千葉茂樹／訳


　　　　　【小学生（中・高学年）向け】








　９歳の男の子マックスは、クリスマスプレゼントにもらった本がおもしろかったので、本の作家に手紙を出します。そこから二人の手紙でのやりとりが始まり、マックスは物語を書くアドバイスをもらったり、自分自身の心の葛藤、つらさ、さみしさなどを書き送ったりするようになります。


　文章に表現することで、自分自身をみつめる機会となり、他者へのおもいやりや豊かな想像力が身につきます。メールではなく手紙という手段が、二人をより強く結びつけ、年齢や立場を超えた友情が育まれます。手紙が持つ力を再認識するためにもぜひ読んでほしい一冊です。











　小峰書店　\1,500（税別）


　ISBN4-338-22404-5　


NDC913　214P　21×16cm














草炎社　\1,100（税別）


ISBN4-88264-201-8　


　NDC913　63P　20×16cm








福井県優良推奨図書　平成１９年６月分








 竜神七子は、元気で活発、そして思いやりのある６年生。　


　七子という名は、父親が「七転び八起き」からつけたが、その父親が大酒飲みのため、事故、借金などで悩みの尽きない生活を送っている。それでも七子は、やさしい母親、泣き虫の弟と周りの人たちに支えられ、ほのかな恋に、好きな野球にと、自分の人生を一生懸命生きている。


　子どもが子どもらしく、姉弟仲良く精一杯生きる姿を描いた、さわやかな読後感を残す良書として推奨します。











人のいきづかいをいのちのみなもとにして生きてきたようかいたちは、コンクリートのビルでは住むことができない。都会のコンクリートの町に住むことができなくなったようかいたちに、ゆうたという男の子がすむ家を探してあげるお話です。


　友だちがひっこしてしまい、さびしい思いをしていたゆうたが、ようかいたちのねがいを少しでもかなえようと奮闘します。幼い少年の勇気とやさしさが伝わってくる一冊です








　福音館書店　\1,600（税別）


  　ISBN4-8340-2208-0　


　NDC596　384P  19×13cm





岩波書店　\740（税別）


ISBN978-4-00-431063-1


　220P　18×11cm





　失敗学の提唱者として有名な著者が、数に強くなるための秘策を授ける本です。


　数字に弱いと嘆く人たちが、実は「数値」だけにこだわって「数」全体を考えていないのだという解説に目が開かされます。また、本書を読むと、「数」を理解することは、ものごと全体を見渡す力を持つことだとわかります。ものの見方や考え方について、多くの示唆を受ける内容になっています。


　「数学なんて大ッキライ」という人、「本当のわかる勉強」がしてみたいと思う人は、この本を読んで元気を取り戻してください。





　　偕成社　\1,200（税別）


　 ISBN4-03-745110-7　


　 NDC470　80P　21×16cm





○有名人のママをもつと


新井けいこ／作　新野めぐみ／画


【小学生（中・高学年）向け】











あすなろ書房　\1,300（税別）


　　ISBN4-7515-1904-2　


　　　NDC933　143P　


　　　21×16cm














